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研究成果の概要（和文）：教員養成大学において海岸漂着物を用いた環境教育理解と海岸の自然体験学習を検討した。
本研究では、打ち上げ貝類の調査研究に基づいて、アオイガイの大量漂着や暖流系貝類の出現が、海面水温上昇と地球
温暖化によることを明らかにした。また、漂着物を解説したリーフレットやハンドブックを作成し、学生の野外調査指
導や教員の免許更新講習の資料として活用した。さらに小・中学校への模擬授業や出前授業に学生ともに参加し、漂着
物を用いた授業実践を行った。

研究成果の概要（英文）：Environmental education and understanding nature experience were examined using 
marine debris in teacher training university. In this study, based on stranded mollusks research, mass 
stranding of paper nautilus and appeareace of warm-water taxa indicate an anomalous increase in sea 
surface temperatures and recent global warming. The leaflet and the handbook, which explained marine 
debris, were made and it was utilized as material of student's field research guidance and teacher's 
license renewal course. Furthermore, I performed the simulated classes using marine debris to the 
elementary and junior high school with our students major in environmental education and nature 
experience.
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１．研究開始当初の背景 
 生徒や児童の理科離れが問題となってい
るが、大学生の自然科学分野における基礎知
識の欠如や無関心も同様な現象で、小さい頃
からの自然体験が乏しくなったことが原因
のひとつと考えられる。かつては子どもの頃
に誰でも経験した海、山、川などでの自然の
中の体験を、今では教育の中で補ってゆくこ
とが必要である。それらの自然体験は小学校
から高校までは、総合学習等で取り入れるこ
とが可能である。一方、大学では野外実習を
経験する生物学や地学を専攻する学生以外
は、大学の授業の中で自然体験をする機会は
ほとんどないであろう。 
 日本は周囲を海で囲まれ、特に海岸の近く
に住む人々にとって、漂着した海藻や流木な
どは生活物資として利用されていたし、魚釣
りや潮干狩り、海水浴、磯遊びなど、海岸は
生活と結びついていた。子どもにとっても、
海岸は自然体験の場所であった。しかし、近
年では沿岸の埋め立て、堤防の建設など陸と
海との遮断が行われ、一方では各学校や自治
体にプールができたり、臨海学校の行事が廃
止されたりして、海岸での自然体験が乏しく
なってしまった。 
 一方、最近になって海岸での自然体験、環
境教育のために、海岸漂着物が注目されるよ
うになった。漂着物の採集はビーチコーミン
グ(Beachcombing)とよばれ、趣味としての位
置づけであったが、各地で漂着物展が開かれ、
漂着物の解説書や小学生向きの本も出版さ
れた。また、小・中学校の総合学習において
漂着物を扱う学校が現われてきた。しかし、
学校教育の立場から漂着物に関する解説書
はないし、教材としても確立していない。さ
らに大学教育では、漂着物は全く扱われてい
ない。教員養成学部の学生にとって、大学生
の環境教育として、また教職に就いた時の野
外学習や自然体験の題材として、海岸漂着物
は適した教材であると考えられる。 
 海岸に打ち上げられる漂着物は、自然物と
人工物に大別される。人工物の大半は通称海
ゴミよばれる漂着ゴミで、廃棄物処理の点か
ら様々な取り組みがなされてきた。一方、動
物・植物・岩石等で代表される自然の漂着物 
は、海岸を特徴づける自然誌資料としては十
分に評価されていない。しかし、海岸に打ち
寄せられる様々な自然の漂着物は、地域にお
ける自然の豊かさを反映するものであり、そ
の地域の環境を異なった視点から見直す機
会にもなる。 
  
２．研究の目的 
 本研究では生物界で昆虫類についで種数
が多く、その大半が海洋に生息する貝類（軟
体動物）を主要な検討対象とする。貝類は硬
組織の貝殻をもつため、海岸漂着物としては
普通に見られるものである。また、日本列島
の各地の海岸から、打ち上げ貝類の報告がな
され、北方から南方まで地域ごとの貝類相の

特徴が判明してきた。これらの成果によると、
ひとつの海岸から数十〜数百種の打ち上げ
貝類が記録され、打ち上げ貝類の多様性は漂
着物多様性を代表する指標として用いるこ
とができる。 
 学生対象の活動は、リーフレットを利用し
漂着物の概要を学ぶプレサイト（事前学習）、
実際に野外で漂着物を観察・採集するオンサ
イト（野外学習）及び漂着物の鑑定・考察を
通じてハンドブックを利用して考察を行な
うポストサイト（事後学習）からなる。この
ような環境教育の展開では、海岸漂着物の多
様性情報、地域密着型の環境教育支援教材の
活用、野外学習を主体とした実践活動の３つ
の基本的な概念を重視した。 
 また、生徒・児童対象では、漂着物を用い
た環境教育や海岸自然体験を通して、観察力、
想像力、分析力、行動力、論理力がつくと考
えられる。これらはいずれも文部科学省が従
来から提唱した「生きる力」のうち、自分で
課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的
に判断し、的確に行動して、よりよく問題を
解決する資質や能力の発達に役立つものと
考えられる。 
 さらに海岸漂着物を用いた小・中学校での
授業実践には、以下のような利点があげられ
る。（１）海に入ることがほとんどないため、
事故の可能性が少ない。（２）ほとんどの季
節にあちこちの海岸で実施可能である。（３）
自然体験を通して、海への新しい視点を持つ
ことができる。（４）ゴミ問題や環境汚染に
ついて、子ども自身が考えるきっかけになる。
（５）教員の準備の負担が少なく、子どもの
探究心を高める機会になる。 
 このような海岸漂着物の教材化、大学の野
外実習での海岸自然体験及び小・中学校での
漂着物を用いた授業実践を具体化は、海辺の
環境教育に新たな視点をもたらすものと考
える。 
 
３．研究の方法 
 教員養成大学において海岸漂着物を用い
た環境教育理解と海岸の自然体験及び教材
化を行う。 
 （１）北海道の日本海沿岸及び離島におい
て、野外調査と試料採集を行い、海岸漂着物
教材化の基礎データとする。初年度に入門用
リーフレットを作成し、次年度はリーフレッ
トを活用した環境教育指導を行い、最終年度
にはカラー版ハンドブックを作成する。 
（２）大学の授業のうち、野外実習を伴う「大
学入門ゼミナール」、「環境科学実習」「地
学野外巡検」等で、学生に海岸自然体験を経
験させ、現地で海岸漂着物を用いた実習指導
を行う。（３）小・中学校への模擬授業や出
前授業に学生ともに参加し、漂着物を用いた
授業実践を行う。（４）これらの研究成果は
逐次関連する学会で発表し、研究論文として
学会誌に投稿する。 
 



４．研究成果 
 （１）平成２５年度は、中央北海道の望来
海岸を定点として、毎月１回漂着物の調査や
採集を行った。継続的な調査検討の結果、ト
リガイ、サクラガイ、レイシガイなどの暖流
系貝類の打ち上げを相次いで確認した。また、
日本海沿岸の野外調査では、北部北海道稚内
市抜海海岸で、貝類や漂着種子の調査や採集
を試みた。一方、北方地域との比較のため、
奄美群島奄美大島及び喜界島で、打ち上げ貝
類の調査や採集を行った。さらに、長年にわ
たり採集してきた余市湾沿岸の打ち上げ貝
類から代表的なものを選択し、簡潔な解説を
つけて、カラー印刷のリーフレット「積丹半
島の海辺の貝がら」を作成した。 
 （２）平成２６年度は、中央北海道の望来
海岸を定点として、毎月１回漂着物の調査や
採集を行った。継続的な調査研究の結果、サ
クラガイ等の暖流系貝類の打ち上げを記録
した。また、北海道の日本海側余市湾沿岸で
は２年ぶりにアオイガイの大量漂着の状況
を確認した。一方、北方地域との比較のため、
奄美群島奄美大島及び沖永良部島で、打ち上
げ貝類の調査や採集を行った。本年度には、
長年にわたり採集・整理してきた北海道の漂
着物から試料を厳選し、カラー印刷のハンド
ブック「北海道ビーチコーマーズガイド」
を作成した。 
 （３）平成２７年度は、中央北海道の望来
海岸を定点として、毎月１回漂着物の調査や
採集を行った。継続的な調査研究の結果、サ
クラガイ等の暖流系貝類の打ち上げを記録
した。また、積丹半島沿岸の１２地点の海岸
において、春と秋に広域的な野外調査を試み、
多数の暖流系貝類や南方の漂着種子を確認
した。これらの暖流系貝類の出現は、日本海
北部の海面水温の上昇と連動し、地球温暖化
の明瞭な影響が示唆された。一方、北方地域
の打ち上げ貝類との比較のため、奄美群島奄
美大島及び徳之島で、貝類を中心とする漂着
物の調査や採集を行った。過年度に作成した
リーフレットやハンドブックを体験型環境
教育の教材として、学生の野外調査指導や教
員の免許更新講習の資料として活用した。 
 （４）一連の研究成果は漂着物学会、古生
物学会はじめ各種学会で発表し、順次これら
の学会誌で公表した。このうちアオイガイの
大量漂着や暖流系種カズラガイの発見は、海
洋環境における地球温暖化の一例として注
目された。特にアオイガイの貝殻の同位体分
析結果は、国際誌「Marine Biology」に掲載
された。また、リーフレットやハンドブック
を漂着物の環境教育の教材として、学生の野
外調査指導や教員の免許更新講習の資料と
して活用したが、見やすくてわかりやすいと
好評であった。 
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